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バリアンスについて

パス委員会 水元まゆみ



バリアンスとは

クリニカルパスにおいて

アウトカムが達成されない状態のことを指す



バリアンスには
正のバリアンスと負のバリアンスがある

正のバリアンス

予定より患者の回復が早く、早期に退院が可能であるなど

負のバリアンス

患者の回復が予定よりおくれることであり、

多くの場合は合併症の出現などを指す



バリアンスを分析すること

•医療のアウトカム（成果）とプロセスを再度見直すこと
につながる

•より良い医療・ケアを導くことが可能となる



バリアンスの発生

•検査・治療の内容

•感染管理の方法

• リハビリテーションの方法

栄養管理の方法などの見直しが行われる

医療の質を改善する手法であるクリニカルパスを行う上で

バリアンスの解析は重要！



バリアンスの活用

＜バリアンス分析＞

発生頻度の高いもので、治療の質・時間・資源を大きく左右するもの
を検討する

①患者の個別性の抽出

②責任の所在の明確化

③医療ケアプロセス改善のためのデータ

安全なケアの提供・医療の質の向上・業務の効率化



バリアンス入力

「変動」：パスを変更すること
無く継続可能な程度
「逸脱」：パスを一部変更す
ることにより継続可能な程度
種類を選択し「理由」をク
リック



・「バリアンス理由選択画面」
で一覧より理由を選択
・入力後バリアンス画面右下の
確定をクリック



・備考欄に患者
の具体的な状態、
対処や結果など
を入力
・入力後バリア
ンス画面右下の
確定をクリック



第1回クリニカルパス大会での質問・ご意見より

• バリアンスの入力の場合、痛みがない、嘔気がないなど薬剤を使用したら

症状緩和した時などもバリアンスとして入力するのか悩む



バリアンス分析にご協力お願いします。

ありがとうございました


